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奨
温
度
は
18
℃
か
ら
27
℃
で

あ
り
、
従
来
の
空
冷
シ
ス
テ

ム
で
は
冷
却
性
能
や
運
営
コ

ス
ト
面
か
ら
限
界
が
あ
り
、

現
在
は
大
規
模
な
水
冷
シ
ス

テ
ム
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い

る
。
米
国
で
は
Ｄ
Ｃ
の
水
消

費
量
の
多
さ
が
明
ら
か
に
な

る
に
つ
れ
、
地
元
住
民
や
農

業
関
係
者
か
ら
、
水
資
源
の

枯
渇
問
題
、
命
の
水
を
守
る

訴
訟
が
勃
発
し
て
い
る
。

１
．
生
成
Ａ
Ｉ
は
電
気
と

水
で
支
え
ら
れ
て
い
る

　
（
１
）
電
力
消
費
量
の
急
増

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
は
、
世
界
の
Ｄ
Ｃ
の

と
、「ChatGPT

が
ユ
ー
ザ
ー

の
質
問
に
応
答
す
る
だ
け
で

５
０
０
～
２
千
㍉
㍑
の
水
が

消
費
さ
れ
る
」
と
試
算
し
て

い
る
。
こ
れ
は
成
人
が
一
日

に
飲
む
水
量
に
ほ
ぼ
匹
敵
す

る
。２

．
米
国
で
相
次
ぐ

Ｄ
Ｃ
へ
の
水
関
連
訴
訟

　
（
１
）
オ
レ
ゴ
ン
州
ダ
レ
ス

　

グ
ー
グ
ル
は
06
年
に
大
型

が
進
行
し
て
い
る
。
マ
ス
コ

ミ
は
「
電
力
増
強
」
を
強
調

し
報
道
し
て
い
る
が
、
隠
れ

た
リ
ス
ク
は
〝
水
資
源
の
確

保
〟
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
水

が
必
要
な
の
か
？

　

Ｄ
Ｃ
内
部
に
は
巨
大
な

サ
ー
バ
ー
ラ
ッ
ク
が
並
び
、

24
時
間
３
６
５
日
、
休
ま
ず

稼
働
し
て
い
る
。
そ
の
ラ
ッ

ク
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、

強
い
発
熱
体
で
あ
る
「
最
先

端
の
生
成
Ａ
Ｉ
向
け
半
導
体
」

で
あ
り
、
そ
の
発
熱
を
放
置

す
る
と
熱
暴
走
（
サ
ー
マ
ル

ラ
ン
ウ
ェ
イ
）
で
性
能
低
下
・

シ
ス
テ
ム
停
止
を
引
き
起
こ

す
。
サ
ー
バ
ー
ラ
ッ
ク
の
推

保
障
に
新
た
な
リ
ス
ク
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

１
．
水
資
源
の
現
状
：

国
家
の
命
運
を
握
る

農
業
と
人
口
爆
発

　

エ
ジ
プ
ト
は
年
平
均
２
・

４
％
の
急
激
な
人
口
増
加

（
２
０
０
８
～
17
年
）
に
見

舞
わ
れ
、
24
年
に
は
推
計
１

億
１
６
５
０
万
人
（
平
均
年

齢
24
歳
）
を
記
録
、
食
料
増

産
の
た
め
の
農
地
開
拓
が
進

み
、水
需
要
が
大
幅
に
増
加
。

そ
の
結
果
、
同
国
の
一
人
当

た
り
年
間
水
資
源
量
は
水
不

足
の
目
安
と
さ
れ
る
１
千
立

方
㍍
を
大
き
く
下
回
る
７
２

　

世
界
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
ブ
ー

ム
が
加
速
し
て
い
る
。
そ
れ

を
支
え
て
い
る
の
が
、
世
界

中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）

で
あ
る
。
巨
大
Ｄ
Ｃ
は
世
界

で
約
１
万
２
千
カ
所
あ
り
、

そ
の
半
数
（
約
６
千
カ
所
）

は
米
国
に
集
中
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｃ
を
運
営
し
て
い
る
メ
ガ

テ
ッ
ク
（
ア
マ
ゾ
ン
、
オ
ラ

ク
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、

グ
ー
グ
ル
等
）
の
幹
部
は
「
Ｄ

Ｃ
の
最
大
の
課
題
は
電
力
の

確
保
で
あ
る
」
と
明
言
し
て

い
る
。
事
実
、
米
国
の
総
電

力
消
費
に
占
め
る
Ｄ
Ｃ
電
力

消
費
量
は
２
０
２
３
年
の

３
％
か
ら
、
28
年
に
は
４
倍

超
の
12
％
以
上
と
予
想
さ
れ
、

電
力
需
要
に
対
応
す
る
た
め

に
原
発
数
十
基
の
増
設
計
画

電
力
消
費
量
が
22
年
と
比
べ

26
年
に
は
２
・
２
倍
の
約
１

千
テ
ラ
㍗
時
に
拡
大
す
る
と

試
算
、
こ
れ
は
日
本
全
体
の

年
間
総
電
力
消
費
量
に
相
当

す
る
規
模
で
あ
る
。
そ
の
背

景
に
は
生
成
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
が

あ
り
、
例
え
ば
テ
キ
ス
ト
一

回
の
検
索
で
は
、
わ
ず
か
47

㍗
に
対
し
、
画
像
生
成
Ａ
Ｉ

で
は
約
20
倍
の
１
㌔
㍗
の
電

力
を
消
費
す
る
と
さ
れ
て
い

る
（
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大

学
）。

　

日
本
で
も
、
Ｄ
Ｃ
の
新
設
・

増
設
に
よ
る
電
力
需
要
の
急

増
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
電
力
広
域
的
運
営
推

進
機
関
（
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）
に

よ
る
見
通
し
で
は
、
Ｄ
Ｃ
と

半
導
体
工
場
の
新
・
増
設
に

よ
る
最
大
需
要
電
力
は
、
34

年
度
に
は
25
年
度
比
で
約
13

倍
に
増
加
す
る
と
予
測
し
て

い
る
。
日
本
の
Ｄ
Ｃ
は
首
都

圏
、
関
西
圏
に
集
中
し
て
お

り
、
電
力
供
給
体
制
へ
の
制

約
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
（
２
）
水
消
費
量

　

メ
ガ
テ
ッ
ク
が
公
開
し
て

い
る
水
資
源
取
水
量
か
ら
み

る
と
、
21
年
前
半
か
ら
世
界

的
な
生
成
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
が
起

こ
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
水
使

用
量
は
急
増
し
、
22
年
に
は

前
年
度
比
で
グ
ー
グ
ル
20
・

７
％
増
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

32
・
７
％
増
と
な
っ
た
。
つ

ま
り
電
力
消
費
量
と
同
様
に

水
消
費
量
も
加
速
度
的
に
増

大
し
て
い
る
（
図
参
照
）。

　

さ
ら
に
世
界
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
（
約
55
～

60
億
人
）
の
約
29
％
が
、
過

去
１
年
以
内
に
生
成
Ａ
Ｉ
を

利
用
し
、
企
業
の
78
％
が
日

常
業
務
で
Ａ
Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ

を
含
む
）
を
活
用
し
て
い
る

（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
調
査
）。

　

で
は
水
の
使
用
量
（
蒸
発

量
）ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

　

米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
と
テ

キ
サ
ス
大
学
の
研
究
に
よ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表  

吉
村 

和
就

第 4回

東
日
本
エ
ン
ジ
を

子
会
社
化
へ

Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｍ

Ｄ
Ｃ
（
ハ
イ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
）

の
需
要
が
高
ま
り
、
外
資
系

メ
ガ
テ
ッ
ク
だ
け
で
も
、
日

本
国
内
へ
の
投
資
額
は
４
兆

円
を
超
え
て
い
る
。メ
ガ
テ
ッ

ク
か
ら
は
、
日
本
の
電
力
供

給
の
質
の
高
さ
（
電
圧
・
周

波
数
の
安
定
性
、
少
な
い
停

電
）
や
、
水
供
給
の
心
配
の

無
さ
が
評
価
さ
れ
、
生
成
Ａ

Ｉ
へ
の
市
場
拡
大
で
Ｄ
Ｃ
設

置
数
は
急
増
し
て
い
る
。

　

水
源
の
面
で
は
、
日
本
の

水
道
施
設
（
浄
水
場
）
は
人

口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

で
稼
働
率
は
60
％
を
下
回
っ

て
お
り
、
工
業
用
水
も
〝
水

余
り
〟
の
状
態
に
あ
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
メ
ガ
テ
ッ

ク
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
Ｄ
Ｃ
ビ

ジ
ネ
ス
企
業
を
積
極
的
に
誘

致
し
、
水
道
水
需
要
を
高
め

水
道
事
業
の
赤
字
解
消
と
と

も
に
、
排
熱
や
温
水
を
活
用

し
た
養
殖
事
業
や
野
菜
工
場

な
ど
、
地
域
創
生
に
貢
献
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
構
築
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

Ｄ
Ｃ
を
開
設
し
、
さ
ら
に
拡

張
を
重
ね
た
。
21
年
の
水
使

用
量
は
年
間
１
３
４
万
立
方

㍍
に
達
し
、
ダ
レ
ス
市
全
体

の
水
道
消
費
量
の
約
４
分
の

１
を
占
め
る
規
模
と
な
っ
た
。

住
民
か
ら
「
市
民
の
命
の
水

を
大
企
業
に
売
り
渡
す
な
」

と
声
が
あ
が
り
、
市
は
グ
ー

グ
ル
の
水
使
用
量
の
公
開
を

求
め
た
が
、
逆
に
グ
ー
グ
ル

側
は
「
水
の
使
用
量
は
競
争

上
の
優
位
性
に
関
わ
る
企
業

秘
密
」
で
あ
る
と
主
張
し
、

市
を
逆
提
訴
。
13
カ
月
の
法

廷
闘
争
の
末
、
水
使
用
量
の

公
開
と
水
環
境
の
保
全
を
行

う
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
の

裁
判
は
「
Ｄ
Ｃ
の
水
使
用
の

透
明
性
を
求
め
た
地
域
住
民

の
勝
利
」
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。

　
（
２
）
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

　

Ｄ
Ｃ
が
州
内
に
約
１
６
３

カ
所
設
置
さ
れ
、米
国
の
〝
Ｄ

Ｃ
銀
座
〟
と
呼
ば
れ
て
い
る

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
、
Ｄ
Ｃ

の
建
設
・
稼
働
が
原
因
と
み

ら
れ
る
近
隣
住
民
の
私
有
財

産
へ
の
影
響
が
問
題
化
し
て

い
る
。

　

メ
タ
（
旧Facebook

）
の

大
規
模
な
Ｄ
Ｃ
の
周
辺
で
は
、

井
戸
水
が
枯
れ
、
水
質
悪
化

の
被
害
が
報
告
さ
れ
た
が
、

州
の
郡
当
局
は
グ
ー
グ
ル
や

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
い
っ
た

メ
ガ
テ
ッ
ク
企
業
と
交
わ
し

た
契
約
書
で
は
「
水
の
使
用

量
や
要
件
に
関
す
る
具
体
的

な
記
述
は
〝
全
て
黒
塗
り
〟

で
文
書
開
示
を
拒
否
す
る
内

容
」
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
地
域

住
民
や
農
業
関
係

者
か
ら
の
強
い
抗

議
を
受
け
、
州
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
省
は
、
Ｄ
Ｃ

の
開
発
者
に
「
計

画
し
て
い
る
電
力

と
水
の
使
用
量
の

見
積
も
り
を
事
前

に
提
出
す
る
こ

と
」
を
義
務
付
け

た
が
、
す
で
に
稼

働
し
て
い
る
Ｄ
Ｃ
の
水
問
題

は
、
今
も
係
争
中
で
あ
る
。

　

類
似
の
事
例
は
フ
ロ
リ
ダ

州
、
ア
ラ
バ
マ
州
、
テ
キ
サ

ス
州
で
も
「
Ｄ
Ｃ
と
地
域
住

民
の
水
戦
争
」
と
呼
ば
れ
深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
日
本
の
Ｄ
Ｃ
の

現
状
と
水
資
源

　

日
本
の
Ｄ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
設

置
数
は
現
在
２
２
２
カ
所
で

世
界
10
位
だ
が
、
着
実
に
増

加
し
て
い
る
。
特
に
大
規
模

バ
フ
ル
・
ア
ル
・
バ
ク
ル
下
水
処
理
場

新
・
世
界
と
日
本
の
水
事
情

水
と
電
気
を〝
が
ぶ
飲
み
〟す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
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